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対
馬
暖
流
が
北
上
す
る
秋
田
の
海
は
思
い
の
ほ
か
温
か

い
。
8
月
上
旬
の
秋
田
沖
の
海
面
温
度
は
25
〜
26
度
。
同

時
期
の
東
京
湾
内
の
海
面
温
度
が
26
度
～
27
度
と
さ
れ
る

の
で
、
さ
ほ
ど
温
度
に
変
わ
り
が
な
い
。
し
か
も
、
例
年
7

月
下
旬
～
8
月
中
旬
は
夏
日
・
真
夏
日
が
続
き
、
県
内
16

ヵ
所
で
営
業
し
て
い
る
海
水
浴
場
は
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
。
10
数
年
前
か
ら
は
、
隣
県
・
岩
手
県
か
ら
の
利

用
者
も
増
え（
親
潮［
寒
流
］の
影
響
で
三
陸
の
海
は
真
夏

で
も
か
な
り
冷
た
い
た
め
）、
場
所
に
よ
っ
て
は
駐
車
場
の

過
半
数
が
岩
手
ナ
ン
バ
ー
の
車
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
秋
田
の
海
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
が
遠
浅
の
砂
浜
が

多
い
と
い
う
こ
と
。
中
で
も
、
由
利
本
荘
市
か
ら
秋
田
市

を
経
て
男
鹿
半
島
ま
で
続
く
約
80
㎞
の
砂
浜
に
は
、
道
川
、

下
浜
、
出
戸
浜
な
ど
秋
田
を
代
表
す
る
海
水
浴
場
が
点
在
。

海
岸
線
に
沿
っ
て
国
道
・
主
要
道
、
さ
ら
に
は
JR
線
も
あ

り
ア
ク
セ
ス
も
抜
群
。
海
の
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
周
辺

に
は
キ
ャ
ン
プ
場
、
道
の
駅
、
温
泉
施
設
な
ど
も
あ
り
、
夏

を
謳
歌
す
る
人
々
で
大
い
に
に
ぎ
わ
う
の
で
あ
る
。

写真は道川海水浴場（由利本荘市）
秋田県観光連盟 TEL.018-860-2267 ／ホームページ http://www.akitafan.com/

故
郷

  
点
描 秋

田

の

四

季

秋田の心を醸
か も

す、蔵元通信

k    u    r    a

季刊【藏】四拾弐の巻

夏号

秋
田
の
海
水
浴
場
は
、

遠
浅
の
砂
浜
で
波
も
穏
や
か

お
隣
り
岩
手
か
ら
の
利
用
者
も
多
い

秋
田
の
海
水
浴
場
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小
玉
醸
造
物
語
㉑

だ 

よ 

り

　
昭
和
24
年
は
小
玉
合
名
会
社（
現
・
小

玉
醸
造
株
式
会
社
）創
業
70
周
年
の
年
。

2
代
目
・
小
玉
友
吉
は
77
歳
。
喜
寿
の

祝
い
を
迎
え
ま
す
。
友
吉
は
こ
の
二
つ
の

祝
い
事
を
見
込
み
、さ
ら
に
、以
前
か
ら

抱
い
て
い
た
夢
を
実
現
す
る
た
め
、
あ

る
建
物
の
普
請
を
計
画
し
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
が『
小
玉
醗
酵
化
学
研
究
所
』で

す
。
原
材
料
の
入
手
に
困
難
を
極
め
た

戦
時
中
の
経
験
か
ら
、
新
原
料
の
開
発
、

製
造
方
法
の
改
良
を
目
的
と
し
た
醗
酵

化
学
研
究
所
の
開
設
を
計
画
し
た
の
で

小
玉
会
か
ら
は
、
こ
の
日
を
記
念
し
て

胸
像
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
普
段
は
滅
多

に
歌
わ
な
い
友
吉
も
、
自
ら
一
曲
披
露

す
る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

10
月
1
日
に
挙
行
さ
れ
た
開
業
70
周

年
記
念
式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
、
県

出
身
の
政
治
家
、
県
知
事
、
大
蔵
省
関

係
者
ら
が
参
列
。
翌
2
日
に
は
従
業
員

家
族
、
地
元
の
人
々
を
招
い
て
の
演
芸

大
会
開
催
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
70
周

年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
戦
後
の
混
乱
も
よ
う
や
く
落
ち
着

き
、
世
の
中
が
将
来
に
希
望
を
見
出
し

始
め
た
昭
和
24
年
。
そ
の
節
目
と
な
る

べ
き
年
に
、
二
つ
の
慶
事
を
済
ま
せ
た

弊
社
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
が
躍
進
の

時
。ま
さ
に
、順
風
満
帆
の
船
出
と
な
る

は
ず
で
し
た
。が
、そ
の
年
の
11
月
友
吉

を
大
き
な
不
運
が
襲
い
ま
す
。

『
喜
寿
荘
』は
、
戦
後
の
資
材
不
足
か
ら

計
画
途
中
で
中
止
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、そ
の
設
計
図
に
は
77
畳
敷
の

大
広
間
を
有
し
た
壮
大
な
建
物
が
描

か
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
既
に
材
木
も

か
な
り
集
め
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
ら
建

材
は
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
分
家
建
築
の

際
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
昭
和
24
年
を
迎
え
、
ま

ず
は
5
月
5
日
、
自
宅
に
お
い
て
喜
寿

の
宴
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
均
年
齢
70
歳

を
超
え
る
7
人
兄
弟
は
み
な
健
在
で
、

子
供
は
男
女
計
7
名
、
孫
も
30
名
を
越

え
る
大
所
帯
。
当
日
は
一
族
近
親
、
古
く

か
ら
付
き
合
い
が
あ
る
業
者
で
構
成
さ

れ
る
小
玉
会
な
ど
1
0
0
余
名
が
参
列
。

01

木造校舎を髣髴とさせる
たたずまい。

晩年の小玉友吉。喜寿の祝い、創業70周年を終えた昭和24年初冬、
思いがけないできごとがおこる。

し
た
。
も
う
ひ
と
つ
が
、
別
邸『
喜
寿
荘
』。

そ
の
名
の
通
り
自
ら
の
喜
寿
の
記
念
に

計
画
し
た
も
の
で
、
完
成
の
あ
か
つ
き

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
で
二
つ
の
祝
賀

会
を
行
お
う
と
い
う
考
え
で
し
た
。

　
当
時
の
北
大
教
授
・
田
所
哲
太
郎
博

士
の
協
力
を
得
て
構
想
さ
れ
た『
小
玉

醗
酵
化
学
研
究
所
』は
、１
階
が
研
究

所
、
２
階
を
講
堂
と
す
る
造
り
。
総
天

然
秋
田
杉
の
建
物
で
昭
和
22
年
に
竣

工
し
、
友
吉
の
計
画
通
り
創
業
70
周
年

の
式
典
を
講
堂
で
挙
行
し
ま
す
。
一
方

歓
喜
に
包
ま
れ
た
祝
い
の
年
。

そ
の
最
後
に
暗
雲
が
た
ち
こ
め
る

『
小
玉
醗
酵
化
学
研
究
所
』と『
喜
寿
荘
』

小
玉
合
名
会
社
創
業
70
年
、小
玉
友
吉「
喜
寿
の
祝
」

節
目
の
年
と
な
る
昭
和
24
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

普
請
道
楽
の
友
吉
が
計
画
し
た
二
つ
の
プ
ラ
ン

①『小玉醗酵化学研究所』全
景。時代がまだ未熟ゆえ、友
吉の計画は頓挫。その後は、
福利厚生施設「小玉会館」と
して使用された。現在はほぼ当時そのままの姿で残
る。②創業70周年記念式典が行われた2階講堂。社
員の結婚式などにも使用された。③『小玉会館』内部。
部材はすべて秋田杉を使っている。④2階講堂の脇
は食膳室。竈などもあった。⑤昭和60年代前半まで
は、宴会、酒宴の場としても使われていたこともあ
り、大量の食器、酒器が当時そのままの状態で残っ
ている。（ライシカレー→ライスカレーのこと。秋田
ならではの表記？）

①

②

③

④

⑤

※
現
・
小
玉
醸
造
株
式
会
社 小
玉
醸
造
130
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
【
昭
和
編 

そ
の
15
】

	

（
終
戦
～
昭
和
20
年
代
前
半
）
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よ
も
や
ま
見
聞
録

　「
豆
腐
と
付
き
合
っ
て
40
余
年
、
グ
リ
ー

ン
豆
腐
を
作
り
始
め
て
約
20
年
。
去
年
の

暮
れ
、よ
う
や
く
理
想
と
す
る
グ
リ
ー
ン

豆
腐
が
出
来
た
ッ
ス
よ
」と
熱
く
語
る
の

は
、２
代
目
主
人
の
松
岡
清
悦
さ
ん（
61
歳
）。

松
岡
食
品
は
秋
田
県
の
沿
岸
北
部
・八
峰

町
八
森
に
あ
る
家
族
経
営
の
豆
腐
店
。
豆

腐
に
か
け
る
情
熱
は
半
端
で
は
な
い
。
特

に「
美
味
し
さ
の
決
め
手
」と
言
い
切
る
豆

乳
の
製
造
に
関
し
て
は
、
既
製
の
煮
釜
の

一
部
を
改
良
。
な
お
か
つ
、
炊
き
上
げ
中
も

均
一
に
熱
が
入
る
よ
う
に
、自
分
の
眼
で
確

20
年
か
け
て

究
極
の『
グ
リ
ー
ン
豆
腐
』を
完
成

認
し
な
が
ら
豆
乳
を
攪
拌
す
る
と
い
う

手
の
入
れ
よ
う
だ
。
そ
の
松
岡
食
品
の
看

板
商
品
が
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
作
っ
て
い
る

「
グ
リ
ー
ン
豆
腐
」。
い
わ
ゆ
る
青
大
豆
を

原
料
と
し
、
淡
い
緑
色
と
ほ
の
か
に
甘
く

濃
厚
な
豆
の
美
味
し
さ
が
特
長
。
大
豆
は

県
産
あ
る
い
は
北
東
北
産
、ニ
ガ
リ
は
沖

縄
北
谷
町
産
と
、
原
材
料
に
も
こ
だ
わ
っ

て
き
た
。そ
の
一
方
で「
白
神
山
地
の
山
麓

岡
さ
ん
の
思
い
は
地
域
産
業
の
振
興
を
支

援
す
る
県
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
採
択
さ

れ
、
県
が
窓
口
と
な
り
種
子
を
入
手
。
昨

年
6
月
に
白
神
山
地
を
望
む
八
峰
町
内

の
約
1
ha
の
畑
に
播
種
、同
年
秋
に
無
事

収
穫
を
済
ま
せ
た
。
豆
腐
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
ニ
ガ
リ
も
、
自
然
塩
製
造
の
副
産

物
で
あ
る
八
峰
町
天
然
ニ
ガ
リ
。
水
は
白

神
山
地
を
水
源
と
す
る
美
味
し
い
水
と

素
材
す
べ
て
を
地
元
・
八
峰
町
産
で
そ
ろ

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。「
今
や
地
元

産
素
材
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
差
別
化

は
難
し
い
。
素
材
そ
の
も
の
が
高
品
位
で

あ
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
す
。
そ
う
い
う

と
い
う
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
か
し
、

地
物
産
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
安
心
・
安
全

な
豆
腐
の
製
造
・
販
売
」を
目
指
し
て
き

た
松
岡
さ
ん
は
、
地
元
産
1
0
0
％
の
グ

リ
ー
ン
豆
腐
作
り
の
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　
理
想
と
す
る
グ
リ
ー
ン
豆
腐
実
現
の
た

め
、
松
岡
さ
ん
が
探
し
あ
て
た
大
豆
は
岩

手
県
産
の
新
品
種
。
し
か
し
、
豆
腐
原
料

と
し
て
の
販
売
は
可
能
で

も
、
種
子
は
県
外
に
は
出

さ
な
い
と
の
こ
と
。
自
ら
の

商
売
の
み
な
ら
ず「
美
味

し
い
豆
腐
作
り
を
通
じ
て
、

地
域
振
興
に
も
貢
献
し
た

い
」と
も
考
え
て
い
た
松
岡

さ
ん
は
秋
田
県
の
担
当
窓

口
と
直
談
判
。
結
果
、
松 グリーン豆腐を手にする松岡さん。

豆腐の製造作業は早朝からお昼頃まで

八
峰
町
八
森
　
松
岡
食
品

代
表 

松
岡 

清
悦 

さ
ん

門
外
不
出
の
種
子
確
保
の
た
め

秋
田
県
と
直
談
判

1
0
0
％
地
元
産
素
材
を
使
っ
た
究
極
の「
グ
リ
ー
ン
豆
腐
」も
大
好
評
。

自
然
遺
産
白
神
山
地
の
恵
み
を
生
か
し
、こ
だ
わ
り
の
豆
腐
を
作
り
続
け
る

＜プロフィール＞
昭和21年10月20日　旧八森町生まれ。戦後まもなく創業した豆腐店の2代目。昭和50年
代後半から「安心、安全、美味しい」をキーワードに、地元産原料にこだわった豆腐造りを手がけ
る。現在は3代目の清也さん（37）も家業に従事する

＜松岡食品＞
秋田県山本郡八峰町八森字古屋敷43-3　TEL0185-77-2024
ホームページ　http://www.matsuoka-foods.com/

白神山地の麓に広がる青豆畑(08年8月撮影)

グリーン豆腐は1丁300円。
全国発送もOK

大 潟 村 産 茶 豆 を 使 っ た「 極 」は1丁
2,000円。毎週金曜日のみ30丁限定製
造。濃厚な豆の美味しさが特長。

意
味
か
ら
し
て
も
、
大
豆
も
ニ
ガ
リ
も
秀

逸
。ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
資

質
を
持
っ
て
い
ま
す
」と
、松
岡
さ
ん
。
既

に
、
国
内
最
大

手
の
ス
ー
パ
ー

か
ら
も
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
と
し

て
の
商
談
を
受

け
る
な
ど
、
全

国
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
。

自らの目で
確認しながら呉汁を撹拌

おからドーナッツも人気

豆
腐
店
主
人
の
お
話

工場に隣接する自宅を開放し
手造り体験講座(一人1,000円)も行っている
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お酒、料理

　
秋
田
の
食
通
、
粋
人
の
間
で
評
判
の
天
ぷ
ら
専
門
店
。
ス
タ
ッ
フ
の

気
遣
い
も
素
晴
ら
し
く
、
心
ゆ
く
ま
で
秋
田
の
食
材
、
旬
を
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
料
理
は『
季
節
の
天
ぷ
ら
コ
ー
ス
』が
主
体
。
テ
ー
ブ

ル
席
も
あ
る
が
、
ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
カ
ウ
ン
タ
ー
。「
こ
れ
か
ら
天

ぷ
ら
を
揚
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ス
タ
ー

ト
。
油
が
は
ぜ
る
音
も
心
地
よ
く
、
揚
げ
た
て
が
目
の
前
に
供
さ
れ
る

楽
し
さ
は
、ま
さ
に
江
戸
前
寿
司
そ
の
も
の
。「
カ
ウ
ン
タ
ー
で
寿
司
を

握
る
寿
司
店
の
雰
囲
気
が
素
敵
で
、
秋
田
で
も
揚
げ
た
て
の
天
ぷ
ら

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
実
現
し
た
か
っ
た
ん
で

す
」と
主
人
の
北
嶋
正
一
さ
ん
。
27
歳
で
独
立
し
て
4
年
目
。秋
田
に
は

な
か
っ
た
新
し
い
食
文
化
の
ス
タ
イ
ル
を
定
着
さ
せ
た
。

　
弊
誌
第
6
号（
平
成
12
年
夏
）で
、

山
本
益
博
氏
も
称
賛
し
た
角
館
の
料

理
人
・
高
橋
一
行
氏
。
招
か
れ
て
シ
ェ
フ

を
務
め
た
銀
座
時
代
を
経
て
、
再
度

故
郷
で
活
躍
す
る
こ
と
に
。
昨
年
2

月
、実
家
旅
館
の
創
業
者
・
祖
父「
甚
一
」

氏
の
名
に
由
来
す
る
同
店
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。
世
界
の
味
を
知
り
尽
く
し
た

美
食
家
が
賛
嘆
す
る
そ
の
料
理
は
、い

ぶ
り
が
っ
こ
の
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
、
き
り
た
ん
ぽ
の
テ
リ
ー
ヌ
、
大
豆
の
ム
ー
ス

な
ど
、
既
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
ま
さ
に
高
橋
流
。
秋
田
の
自
然
が
育

ん
だ
里
の
幸
、山
の
幸
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、馴
染
み
の
漁
師
か
ら
入
手
し

た
日
本
海
、
太
平
洋
の
海
の
幸
、
さ
ら
に
は
、
全
国
津
々
浦
々
の
逸
品
を
取

り
そ
ろ
え
る
な
ど
、素
材
選
び
に
も
妥
協
は
な
い
。す
べ
て
の
原
点
と
な
る

水
も
ま
た
し
か
り
。
上
質
な
水
源
に
恵
ま
れ
た
角
館
だ
が
、
調
理
に
使
う

水
道
水
は
、浄
水
器
に
2
～
3
回
通
し
よ
り
磨
き
を
か
け
る
と
い
う
。

●
川
口
屋
呉
服
店

●ア
ル
バ
ー
ト
ホ
テ
ル

●
赤
れ
ん
が
郷
土
館

一
楽
土
●●

サ
ン
ク
ス

ド
コ
モ
●

★
醍
醐

（

　
　
　
　
　）

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ビ
ル

1
F

川反通り
旭川

●お酒
太平山 神月 純米大吟醸（グラス）
600円
●おすすめ料理
季節の天ぷらコース
3200円～7000円（税別）
見計らいコース
4000円、5500円（税別）
旬の天婦羅 一品300円～（税別）

秋田県秋田市大町5－4－15
フェニックスビル1階
TEL018-824-1368
営業時間 17：00～23：00

（ラストオーダー／～22：30）　
定休日／日曜、祝日
http://www.tenpura-daigo.com/
※利用時には予約をおすすめします

 

コ
ー
ス
は
3
2
0
0
円
～
7
0
0
0
円
。『
晄
・
彩
・
祐
・
梢
』の
各
コ
ー

ス
は
、酒
肴
、お
造
り
、小
鉢
、お
食
事
、デ
ザ
ー
ト
等
が
、天
ぷ
ら
６
～
８

種
の
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
ス
タ
イ
ル
。
料
理
と
し
て
楽
し
み
た
い
時

に
は
、
酒
肴
２
種
と
天
ぷ
ら
8
～
10
種
が
楽
し
め
る（
食
事
無
し
）『
見

計
ら
い
』コ
ー
ス
が
オ
ス
ス
メ
だ
。
塩
・
天
つ
ゆ
い
ず
れ
も
楽
し
め
、テ
ー

ブ
ル
に
は
、男
鹿
の
天
然
塩
・

竹
炭
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
塩
・
ゆ
ず

塩
・
ゆ
か
り
塩
と
5
種
類
を
用

意
。
具
材
ご
と
に
、相
性
の
い

い
組
み
合
わ
せ
を
聞
き
な
が

ら
の
一
献
も
ま
た
格
別
。
秋
田

で
の
一
夜
を
よ
り
素
敵
に
過

す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　
料
理
は
す
べ
て
コ
ー
ス
仕
立
て
。
前
菜
は

イ
タ
リ
ア
ン
、
ス
ー
プ
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
、
メ
イ

ン
は
フ
レ
ン
チ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
料
理
テ
イ
ス
ト
を
巧
に
取
り
込
む
こ
と
で
、

旬
の
極
み
、
多
彩
な
美
味
し
さ
を
実
現
。
色

合
い
、
香
り
の
相
乗
効
果
も
あ
り
、
高
橋
氏

に
し
か
成
し
え
な
い
感
動
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。写
真
の
料
理
は
17
～
18
種
類
の
野

菜
を
利
尻
昆
布
と
鰹
出
汁
の
ジ
ュ
レ
で
い
た

だ
く「
お
ひ
た
し
」。
日
本
料
理
を
長
く
学
ん

だ
と
い
う
だ
け
に「
素
材
、
盛
り
付
け
は
洋
風
、で
も
、味
付
け
は
純
和
風
」

と
い
う
、日
本
人
の
D
N
A
を
く
す
ぐ
る
演
出
も
お
得
意
の
ひ
と
つ
。名
刺

に
笑
顔
人
と
記
さ
れ
た
奥
さ
ん
・
由
樹
さ
ん
と
の
会
話
も
ま
た
愉
し
い
。

太
平
山
が
飲
め
る

お
店

お
す
す
め

太
平
山
を
飲
め
る
お
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
　
秋
田
市
大
町

天
ぷ
ら
・
酒
菜 
醍
醐

天
ぷ
ら
で
堪
能
す
る
秋
田
の
旬
と
イ
キ
な
ひ
と
時

仙北市役所
角館庁舎●

タカヤナギ●

角館郵便局●

かくのだて温泉●

↑武家屋敷

●GS

●北都銀行

●菊蔵そば
★じん市

●お　酒
太平山 生酉元純米（グラス1合）
683円
太平山 生酉元純米吟醸（グラス1合）
840円
●おすすめ料理
前日までの完全予約制
10,500円コース料理が基本。
そのテイストを楽しめるプラン

（5,250円～）もある
※希望料理がある場合は予約時に要相談

秋田県仙北市角館町中町12
TEL＆FAX0187-55-5970
営業時間／応相談
定休日／日曜（応相談）
※記事内容は平成21年5月現在。
　以降変更の場合もあります

秋
田
県
　
仙
北
市
角
館
町

08

じ
ん
市
　

美
味
礼
讃
。み
ち
の
く
の
小
京
都
に
名
店
復
活
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「
太
平
山
」連
続
10
年
金
賞
受
賞

09
年
度
は
完
全
制
覇
達
成
。

純
米
酒
、吟
醸
、大
吟
醸
す
べ
て
が
金
賞
以
上
を
受
賞

独
立
行
政
法
人
「
酒
類
総
合
研
究
所
」
主
催
。

平
成
18
年
度
、19
年
度
に
続
き

連
続
3
年
金
賞
受
賞

　
世
界
的
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
「
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
０
９
」で
、「
太
平
山
」
ブ
ラ
ン
ド
が
連
続
10
年
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
出
品
酒
別
で
は「
生
酉元
純
米
」が
最
高
位
と
な

る
最
高
金
賞
を
受
賞
。
同
酒
の
最
高
金
賞
受
賞
は
07
年
に
続

き
2
回
目
と
な
り
ま
す（
金
賞
は
通
算
7
回
受
賞
）。
さ
ら
に
、

純
米
大
吟
醸
「
天
巧
」が
通
算
8
回
目
と
な
る
金
賞
を
受
賞
。

昨
年
秋
に
デ
ビ
ュ
ー
。
今
回
が
初
出
品
と
な
っ
た
吟
醸
酒「
生

酉元
吟
醸
」も
金
賞
に
選
ば
れ
、

出
品
酒
3
種
す
べ
て
が
金

賞
以
上
と
同
コ
ン
ク
ー
ル

を
完
全
制
覇
。
金
賞
受
賞

率
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し

た
。

N E W S

ヤ
マ
キ
ウ
秋
田
味
噌
な
ら
で
は
の
特
長
を
出

す
た
め
、ま
た
、既
存
商
品
に
淡
色（
白
味
噌
）

系
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、伝
統
的
な
赤
系
吟

醸
味
噌
を
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

す
。
具
材
に
関
し
て
も
シ
ジ
ミ
、豆
腐
、野
菜

な
ど
10
数
種
の
組
み
合
わ
せ
の
中
か
ら
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
り
、し
か
も
、味
噌
と
の
相

性
も
考
慮
し
、ワ
カ
メ・
油
揚
げ
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
と
し
ま
し
た
。

「
出
汁
は
厳
選
鰹
節
と
昆
布
を
使
っ
て
い
ま

す
。
完
成
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ら
か
じ
め
あ
っ

た
の
で
、味
噌
、具
材
の
選
定
は
比
較
的
ス
ム
ー

ズ
で
し
た
。
最
も
こ
だ
わ
っ
た
の
が
秋
田
味
噌

な
ら
で
は
の
コ
ク
と
香
り
で
す
。し
か
も
、お

 

昨
年
秋
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る『
ヤ
マ
キ
ウ
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
味
噌
汁
』。

お
味
噌
汁
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
化
は
、か
な
り

以
前
か
ら
ご
要
望
が
多
か
っ
た
商
品
で
し
た

が
、
協
力
工
場
で
の
製
造
ロ
ッ
ト
数
が
膨
大

な
数
と
な
る
こ
と
か
ら
断
念
、休
止
し
た
と

い
う
い
き
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、近
年

に
な
り
小
ロ
ッ
ト
で
も
製
造
が
可
能
と
な
り
、

昨
年
春
頃
か
ら
計
画
を
ス
タ
ー
ト
。以
前
か

ら
商
品
化
に
向
け
て
開
発
を
進
め
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、商
品
化
着
手
か
ら
わ
ず
か
３
ヶ

月
で
商
品
が
完
成
し
ま
す
。と
は
い
っ
て
も
、

商
品
の
完
成
ま
で
は
試
作
と
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
の
連
続
。ま
ず
は
使
用
す
る
味
噌
の
選
定
。

湯
を
注
ぐ
だ
け
で
さ
っ
と
と
溶
け
る
よ
に
、既

存
の
吟
醸
味
噌
を
ベ
ー
ス
に
専
用
味
噌
を
開

発
し
ま
し
た
」と
は
開
発
担
当
者
の
府
金
雅

昭
製
造
部
部
長
。小
玉
醸
造
１
３
０
年
の
伝

統
の
重
さ
と
最
新
技
術
が
融
合
し
た
古
く
て

新
し
い
自
信
作
で
す
。

詳しくは同封の「蔵倶楽部」をご覧ください。
小玉醸造株式会社ホームページからもご購入いただけます。

ヤ
マ
キ
ウ 

フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
味
噌
汁

お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
本
格
お
味
噌
汁
が
完
成
。

ヤ
マ
キ
ウ
吟
醸
味
噌
の
美
味
し
さ
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

  

モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
10
年
連
続
受
賞

  

平
成
20
年
度「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」金
賞
受
賞

　
こ
の
冬（
平
成
20
年
～
21
年
シ
ー
ズ
ン
）仕
込
ま
れ
た

日
本
酒
の
醸
造
技
術
と
そ
の
酒
質
を
審
査
す
る「
平
成
20

年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
」で
弊
社
出
品
酒
が
金
賞
を
受
賞
。

平
成
18
年
度
、平
成
19
年
度
に
続
き
、3
年
連
続
金
賞
受
賞

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
昨
年
、就
任
1
年
目
に
し
て
初

受
賞
し
た
杜
氏
・
猿
田
修

に
と
っ
て
は
、2
年
連
続
の

金
賞
受
賞
と
な
り
ま
す
。

酒
造
り
に
の
ぞ
む
実
直
で

真
摯
な
姿
は
、ま
さ
に
弊

社
「
太
平
山
」
の
心
そ
の
も

の
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
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　「
ミ
ズ
」
標
準
名
は「
ウ
ワ
バ
ミ
ソ

ウ
」。
県
内
全
域
の
沢
筋
な
ど
湿
気

の
あ
る
斜
面
に
自
生
し
、
山
菜
初
心

者
で
も
簡
単
に
、
し
か
も
大
量
に
採

取
で
き
る
こ
と
か
ら
、
秋
田
で
は
ワ
ラ

ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
よ
り
も
食
卓
に
上
る
機

会
が
多
い
ほ
ど
だ
。
瑞
々
し
い
食
感
が

特
徴
で
、
味
に
ク
セ
も
な
く
酒
と
の

相
性
も
ピ
ッ
タ
リ
だ
。
表
面
の
薄
皮

を
む
く
下
ご
し
ら
え
が
や
や
面
倒
だ

が
、
茹
で
る
だ
け
で
お
漬
し
が
完
成

す
る
。
ほ
か
に
、
身
欠
き
ニ
シ
ン
と
の

煮
炒
め
、
塩
鯨
と
ナ
ス
の
貝
焼
き（
味

噌
汁
）
な
ど
も
秋
田
人
に
は
馴
染
み

の
味
。
し
か
し
、
秋
田
人
の
D
N
A

を
最
も
刺
激
す
る
も
の
と
い
っ
た
ら

12

田
味
噌
に
他
の
味
噌
を

ブ
レ
ン
ド
す
る
こ
と
で
、
よ

り
美
味
し
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
味
噌
は
長
く
置
い
て
も
悪
く

な
ら
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

長
く
保
存
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。東
京
都
／
筒
井
様

密
閉
容
器
に
移
し
替
え
、
冷

蔵
庫
な
ど
の
冷
暗
所
に
保

存
い
た
だ
く
と
風
味
を
保
て
ま
す
。

ち
な
み
に
、
お
味
噌
の
ブ
レ
ン
ド
は
、

赤
系
と
白
系
な
ど
個
性
の
異
な
る

タ
イ
プ
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
ミ

ソ
。秋
田
と
京
都
な
ど
遠
方
の
産
地

同
士
の
組
合
せ
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

本
益
博
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
回

（
春
号
）の『
ガ
レ
ッ
ト
・
デ
・
ロ
ワ
』の
お

話
、フ
ラ
ン
ス
菓
子
に
は
夢
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。古
い
伝
統
菓
子
ゆ

え
食
べ
た
事
も
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、名
前
を
知
っ
た
だ
け
で
も「
い
つ

か
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
。食
す
機

会
が
あ
る
か
も
…
」な
ん
て
思
っ
た
だ

け
で
素
敵
で
す
ね
。ま
す
ま
す
楽
し
み

な
エ
ッ
セ
イ
で
す
。
静
岡
県
／
佐
藤
様 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
並
み
に
も
伝

統
を
大
切
に
す
る
地
域
性
を

感
じ
ま
す
ね
。日
本
に
も
和
菓
子
と
い

う
素
晴
ら
し
い
財
産
が
あ
り
ま
す
。一

見
、地
味
で
単
調
の
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
単
純
ゆ
え
に
奥
が
深
い
。
花
鳥
風

月
を
再
現
し
た
楽
し
さ
も
魅
力
で
す
。 

　
　
し
ぶ
り
に「
蔵
」を
拝
見
し

面
白
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

「
酒
蔵
開
放
」に
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。長
年
愛
用
の「
元
祖
秋

田
味
噌
」を
友
人
に
差
し
上
げ
た
ら

「
美
味
し
い
！
」と
い
っ
て
、直
接
取
り

寄
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。こ
れ
か
ら

も
秋
田
の
文
化
の
香
り
を
届
け
て

く
だ
さ
い
。東
京
都
／
加
藤
様

ご
友
人
へ
の
ご
紹
介
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実
は
口
コ

ミ
こ
そ
が
一
番
の
伝
達
方
法
で
し
て
、

皆
様
に「
美
味
し
い
！
」と
感
動
い
た

だ
け
る
製
品
づ
く
り
に
よ
り
一
層
励

み
ま
す
。秋
田
の
地
元
情
報
は
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
食
材
、伝
統

行
事
、工
芸
品
、
風
景
、
温
泉
…
。
改
め

て
資
源
・
資
質
に
恵
ま
れ
た
郷
土
・
秋

田
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

読者のページinfo@kodamajozo.co.jp
●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。 酒菜

探訪
あきたの味

「
ミ
ズ
た
た
き
」。
根
元
の
赤
い
太
い
部

分
の
ヒ
ゲ
根
と
表
面
の
薄
皮
を
取
り
、

さ
っ
と
湯
通
し
を
し
た
ら（
生
の
ま
ま

で
も
OK
）
ま
ず
は
す
り
こ
ぎ
棒
な
ど

で
叩
き
、
さ
ら
に
包
丁
で
徹
底
的
に

叩
く
。
粘
り
が
出
て
き
た
ら
味
噌
、
薬

味
を
加
え
て
味
を
調
え
完
成
。
ネ
バ

ネ
バ
系
の
食
べ
物
が
大
好
き
な
秋
田

人
ゆ
え
、さ
ら
に
す
り
鉢
で
す
る
こ
と

で
粘
り
を
増
す
と
い
う
手
法
も
あ
る
。

薬
味
は
生
姜
が
一
般
的
だ
が
ニ
ン
ニ
ク
、

山
椒
を
加
え
て
も
美
味
い
。
酒
肴
に

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ア
ツ
ア
ツ
の
ご

飯
の
上
に
か
け
て
い
た
だ
い
て
も
美
味
。

県
外
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な
い

秋
田
な
ら
で
は
の
食
べ
方
で
も
あ
る
。

ト
ロ
ト
ロ
に
な
る
ま
で
ミ
ズ
を
叩
き
味
噌
で
味
付
け

酒
肴
に
も
お
か
ず
に
も
な
る
秋
田
な
ら
で
は
の
味

広場

久 ［ミズたたき］

秋山

季
刊【
藏
】四
拾
弐
の
巻

■
表
紙
の
人

今
月
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、弊
社

の
製
造
部
門
を
統
括
す
る
府
金

雅
昭
取
締
役
。
お
隣
り
岩
手
県

県
北
地
方
の
生
ま
れ
で
、山
形
大

学
卒
業
と
と
も
に
弊
社
に
入
社
。

今
月
号
で
紹
介
し
た「
フ
リ
ー
ズ

ド
ラ
イ
味
噌
汁
」を
は
じ
め
、
発

芽
玄
米
を
主
原
料
と
し
た
「
健
」、

「
別
製 

め
ん
つ
ゆ
」な
ど
の
新
商

品
も
開
発
。
弊
社
1
3
0
余
年
の

伝
統
と
新
た
な
食
ス
タ
イ
ル
の
提

案
の
融
合
を
実
現
し
た
、醸
造
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

お
詫
び

　
前
回
発
行
致
し
ま
し
た
、

「
蔵
」
春
号（
vol.
41
）の
10
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
、【
ヤ
マ

キ
ウ
】定
番
商
品
紹
介
の
金
額

表
示
の
一
部
に
誤
っ
た
内
容
を

表
記
し
、多
大
な
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
こ
と
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度

と
起
き
ぬ
よ
う
、内
容
確
認
に

は
十
分
注
意
を
徹
底
し
、
よ

り
充
実
し
た
紙
面
作
り
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
本
誌
並
び
に【
太
平
山
】【
ヤ

マ
キ
ウ
】
商
品
の
ご
愛
顧
賜
り

ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

［
蔵
］編
集
部
一
同
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